
 

 

 

平成１８年５月２３日 
部局名 観 光 部 

平成１８年ゴールデンウィークの観光客の状況について集計しました。 

 

 平成１８年ゴールデンウィークに県内観光地を訪れた観光者数について集計した結果

は、次のとおりです。 

 

   調査目的 ： ゴールデンウィーク期間中の観光客の傾向を調査し、今後の観光振興

施策や観光事業関係者の事業展開の参考資料とする。 

 

   調査方法 ： 県内主要観光施設利用状況、市町村イベント等の動員数 

４０７地点 

高速道路、有料道路流入車両台数調査           １７地点 

        登山状況の調査                                   ５地点 

                             合計 ４２９地点 

 

  集計期間 ： 平成１８年４月２９日（土）～ ５月８日（月）の１０日間 

    観光客数 ： 延べ２６１万９千人  

                      （前年比１１万人・４．４％増加） 

 

 

 

  １ 概  況  

                              

   ○ 期間中は、５月２日と７日に天気の崩れがあったものの、概ね好天に恵まれた

こと、また連続休暇が続く曜日配列であったことが、１１万人の観光客の増加に

つながったものと考えられます。 

 

  ○ 全般的には次のような動向が認められました。 

① 一点目は、日帰り温泉施設の集客増が挙げられます。近年の温泉人気を背景

として、富士山の見える温泉、甲府盆地を一望できる温泉等、本県の個性豊か

な各温泉施設の工夫が評価されていることによるものと思われます。 

 

   ② 二点目は、「道の駅」の集客増です。これは、観光情報拠点としての認知度

が確実に浸透している結果と思われます。 

 

   ③ 三点目には、神社仏閣の集客増が挙げられます。平成１９年のＮＨＫ大河ド

ラマ「風林火山」の放送決定を受け、県内の武田史跡が再認識されたことによ

るものではないかと思われます。 

 

   ④ 四点目は、登山者数の減少です。残雪が多かったことの影響により、県内全

域で登山を控える傾向が見られました。 

      



 

 

   

 

２ 各圏域別の状況 

   ○ 峡中圏域は、対前年比１００．８％と、全体としては概ね昨年と同程度の入り

こみ状況でした。その中でも、武田三代の館跡の「武田神社」や、ウコンザクラ

で知られる「金桜神社」などが数値を伸ばしています。また「正の木祭り」など

のイベントについても、好天のもと、多数の観光客が参加しました。 

 

  ○ 峡東圏域は、対前年比１０２．９％と若干の増加傾向となりました。昨年１０

月に開館した「県立博物館」の入館者数が純増となっていることに加え、日帰り

温泉をはじめとして、地域内の観光施設が全般的に集客を伸ばしています。 

 

  ○ 峡南圏域は、対前年比１１５．５％と、県平均を大きく上回る好調な結果とな

りました。「身延山久遠寺」の拝観者が増えたことや、「道の駅しもべ」や昨年

８月に道の駅として指定された「富士川クラフトパーク」が大幅に利用者数を増

やしたことなど、各施設において増加傾向が見られました。 

 

   ○ 峡北圏域は、対前年比１１８．３％と、県平均を大幅に上回る増加結果となり

ました。昨年は、映画「いま、会いに行きます」の効果と見られる増客もあった

「尾白の森名水公園べるが」が、今年は温泉施設の新設により、大幅な集客増と

なっています。このほか、「清泉寮」「八ヶ岳リゾートアウトレット」も多数の

集客があり、各施設の取り組みの成果が現れた結果と思われます。 

 

  ○ 富士北麓圏域は、対前年比１００．３％と、全体としては概ね昨年と同程度の

入りこみ状況でした。レジャー施設などで若干の減少傾向がありましたものの、

「北口本宮冨士浅間神社」、「道の駅富士吉田」などが集客を伸ばしました。 

 

  ○ 東部圏域は、対前年比１００．９％と、全体としては概ね昨年と同程度の入り

こみ状況でした。晴天に恵まれたことから「多摩源流まつり」が集客を増やしま

した。また「あきやまネスパ」が、利用しやすい料金改定や東京西部への宣伝等

により、集客を増やしました。 

 

 

 

 

【問い合わせ】  観光企画課 赤岡、清水 ０５５－２２３－１５５６（内４１０７） 

 

 

 

 

 

 

 



資 料 

 

○ 圏 域 別 観 光 客 数      （ 単位：千人 ・ ％ ） 

圏 域 平成 18 年 平成 17 年 対前年比率 

峡 中 ４７６ ４７２ 100.8 

峡 東 ４３２ ４２０ 102.9 

峡 南 ２２４ １９４ 115.5 

峡 北 ３８７ ３２７ 118.3 

富 士 北 麓 ９８８ ９８５ 100.3 

東 部 １１２ １１１ 100.9 

計  ２，６１９  ２，５０９ 104.4 

 

○ 主な観光施設の入り込み状況                     （単位：人、台）  （％） 

 施 設 名 平成 18 年(A) 平成 17 年(B) (A)-(B) (A)/(B)

武 田 神 社 4,881 4,228 653 115.4

金 桜 神 社 25,000 22,700 2,300 110.1

県 立 美 術 館 5,540 6,146 -606 90.1
峡 中 

愛 宕 山 こどもの国 54,673 54,752 -79 99.9

ぶ ど う の 丘 6,909 6,517 392 106.0

県 立 博 物 館 8,066 - - -峡 東 

み さ か の 湯 8,846 7,281 1,565 121.5

道 の駅 しもべ 3,478 2,432 1,046 143.0

身 延 山 久 遠 寺 41,840 38,800 3,040 107.8峡 南 

富士川クラフトパーク 54,390 45,300 9,090 120.1

清  泉  寮 61,000 60,000 1,000 101.7

八ヶ岳リゾートアウトレット 126,000 125,000 1,000 100.8峡 北 

尾白の森 名水公園べるが 11,601 4,784 6,817 242.5

富 士 急 ハイランド 114,000 120,000 -6,000 95.0

山中湖花の都公園 14,169 14,455 -286 98.0

北口本宮冨士浅間神社 18,450 16,150 2,300 114.2

富 士 

北 麓 

 道 の駅  富 士 吉 田 44,080 36,708 7,372 120.1

東 部 あ き や ま ネ ス パ 4,495 3,783 712 118.8

正 の 木 祭 り 80,000 70,000 10,000 114.3

中央市玉穂れんげまつり 37,000 35,000 2,000 105.7
イ ベ 

ン ト 
多 摩 源 流 ま つ り 15,000 12,000 3,000 125.0

富士スバルライン 25,845 27,194 -1,349 95.0有 料 

道 路 雁 坂 ト ン ネ ル 38,310 37,172 1,138 103.1

富 士 山 100 100 0 100.0

八  ヶ 岳 350  460 -110 76.1

南アルプス 2,000 3,000 -1,000 66.7

秩父山系 28,000 31,000 -3,000 90.3

登 山 

御坂山系 600 3,700 -3,100 16.2


